本体を設置し、ケーブルを接続したあと> システムのセットアップをします。システムのセットアップは 
購入後、巧めてセツトアップする場合と再セツトアップする場合に分けて説明しています。 


初めてのセットアップ(一44ぺージ） . システムを使用できるまでのセットアップ手順に 

ついて説明しています。ここではあ要最低限の 
セットアップのみを説明しています。お客様のお 
使いになられる環境に合わせた詳細なセ、ソトアッ 
プじついては4章で説明しています。 

管理 PC のセットアップ (^63 ぺージ） . ネットワーク上のコンピュータか6システムの管 

理-監視をするバンドルアプリケーションのイン 
ストール方法じついて説 S 月しています。 


再セツトアップト64ぺージ) 


システムを再セットアップする方法について説明 
しています。 










ネ刃めてのセットアップ 


購入後> 初めてシステムをセットアップする時の手順じついて順を追って説明します。 


初期導入設定用ディスクの作が 


r 巧巧導入設定用ディスク」は装置を導入するために最低限み要となる設定情報が保存された 
セットアップ用の フ□、ソピー ディスクです。 

r 初期導入設定用ディスク」は、添付の初期導入設を用ディスクにある r 初期導入設をツール」 
を使って作成します。巧期導入設定ツールは 、 Windows XP / 2000、 WindowsNT 、 また 
は Windows Me /98/95 で 動作するコンピュ ータで 動作します。 


ネリ期導入設定プ□グラムの実行と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導人設定用ディスクを作成しまず。 

1 . 机 indows マシンのフ□、ソピーディスクドライブじ添かの初期導入設を用ディスクをセットする。 

2 . フ□、ソピーディスクドライプ内の r 初期導入設定、ソール(な artupConf . exe )」 をエクスプ □- ラな 
どか6実ちする。 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザード形式と 
なっており、各ページで設定に必要事項を入力して進んでいきます。 

必須情報が入力されていない場合や入力情報[こ誤りがある場合は、次へ進むときに警告メッセー 
ジが表示されます。項目を正しく入力し直してください。入力事項については、この後の説明を 
参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスク(こ設走情報を書き込んで終了しまず。 

3 . 初期導入設定用ディスクをフ□、ソピーディスクドライブから取り化し、「システムのセットアッ 
プ」じ進む。 

初期導入設を用ディスクは再セツトアップの際にも使用します。大切に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[ Linux ビルドアップサーバ初期導人設定ツール]で人力する項目について説明します。 


パスワード設定 

システムのセットアップ完了後、管理 PC 
か 6 Web ブラウザを介して、システムじ □ 
グインする際のパスワードを設走します。 
この画面にある項目はずべて入力するあ要 
があります。 

パスワードは推測されにくく覚えやすいも 
のを用意してください。 

^ パスワードは画面に表示されませ 
I チェック I ん。クイプミスをしないようを意し 
て < ださい。 


設定済みパスワード 

初めて設定する場合は、同捆の別紙 r の ot パスワード」に記載されたパスワードを人力し 
てください。じ(前に設定を巧っている場合は、設走されているパスワードを入力してく 
ださい。 

パスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで人力したパスワードは、管理を ( admin ) 
で□グインする場合に虫、要となりまず。パスワードを忘れたり，不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に行ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は，既をパスワードと同一のパスワードを巧パ 
スワードとして設をしてください。 

パスワード再入力 

パ スワー ドの確認用です。パ スワー ドと同一のものを入力してください。 



システムのセットアップ 


4已 

















ネットワーク設定〜 LAN ポート1 ( 標準 LAN ) 用〜 


LAN ポート1 ( 標準 LAN ) のネツトワーク設 
ををします。[セカンダリネームサーバ]と_<( 
外はかず入力して<ださい。 


ホスト名 ( FQDN ) 

ホストをを人力してください。入力の 
際には、 FQDN の形式（マシンを.ドメ 
インを)のお式で入力してください。ま 
た、英字はすべて小文字で指をしてく 
ださい。大文字は使用できません。 



IP アドレス 

1枚目の N に ( LAN ポート1 ( 標準 LAN )) に割り振る IP アドレスを措定してください。 

サブネットマスク 

1枚目の N に ( LAN ポート1 ( 標準 LAN )) に割り振るサブネットマスクを指をしまず。 

ディフォルトゲートウェイ 

ディフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をします。 

プライマ U ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスをち定します。 

セカンダリ ネームサーバ 

セカンダリネームサーバがを在する場合は、その IP アドレスを指をします。 


ネットワーク設定〜 LAN ポート2(拡張 LAN ) 用〜 

LAN ポート2弧張 LAN ) のネットワーク設 
定をしまず。使用しない場合は、設走する 
必要はありません。 


IP アドレス 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
じ割り振る IP アドレスを指定してくだ 
さい。 

サブネットマスク 

2枚目の N に ( LAN ポート2(拡張 LAN )) 
じ割り振るサブネツトマスクを指定し 
まず。 
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初期導入設定プ□グラムでは増設ボードにより拡張した LAN ①設定を行うことはできまは 
ん 。 Management Console のネットワーク設定にあるインタフエースで設定を行つてく 
ださい。 






























システム構成条件の設定 


Management Console の動作モートを設 
走!します。 

VirusCheckServer は[スタンドア□ン構 
成]で動作します。 


山ぶ 


六イルのヘルプ妇〉 

Manage merit Console のれけモードを設定ます。ご fl 旧形態に合•わせて i ををしてがホ、 
CVirusCheckServerl まスタンドアロンを巧でを!はします。） 

巧戲ンドアロン巧鹿 


巧目ぞ乂力したら「;ホへ妙>_1ぞ巧してくた3い 

一<房る巧）」I )文への) > ] ーキャン它ル」 


システムのセツトアツ 



初期導人設定ツールで作成した r 初期導入設定用ディスク」を使用して、短時聞でセットアッ 
プできます。 

セットアップの手順 

と J 下手順でセットアップをします。 

H ; 正しくセットアップできないときは、次ぺージ、および7章を参照してください。 

rtyFi 


本体背面の LANI ポート1と LAN ポート2(使巧ずる場合)(こネットワークケーブルが接続されている 
ことを確認する。 
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2 . 前述の r 巧期導入設定用ディスクの作成」 
で作成した初期導入設定用ディスクを 3.5 
インチフ □、ソ ピー ディ スクドライブ(こ 
セットずる。 

3. POWER スイッチを押す。 

POWER ランプが点财します。 

しばらくずると、初期導入設定用ディス 
クから設定情報を読み取り、自動的(こ 
セットアップを進めまず。2〜3分ほどで 
セツトアップが完了します。 


次項および4章を参照してシステムの状 
態磕詔や設を変更を行って<ださい。 

w-Oira 

セットアップの完了が確認できた5セットした初期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスク 
ドライブか5取り出して大切に保管してくださし、再セットアップの時に再利用ずることがで 
をまず。 


セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は，ビープ音を鳴5すことでユーザーに異常を巧6 
せます（自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消好)になります)。正常にセットアップが完了 
しなかった場合は、巧期導入設定用ディスクに書き化される□グファイル nogging . txt 」 の内 
容をコンピュータの r メモ帳」などのツールを使って殖認し、再度初期導入設をツールを使用 
して初期導入設定巧ディスクを作成し直して<ださい。 

< まな □ グの出力例 > 

■ 「 Info: completed 」 

- 正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

■ rinfo: quitting with no change 」 

-初期導入設定ツールを使って再度作成せずに > 一度セットアップに使届した初期導 
入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます(設定は反巧されません)。 

■「Cannot get authentication: root 」 

- 初期導入設定用ディスク中のパスワードの指定に誤りがある場合に表示されます。 

■ 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

- 初期導人設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
く作成されなかった場合に表示されます。 

■ 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

- 初期導人設定用ディスク中のパスワード情報を格納したファイル （ linux . aut ) が正し 
く作成されなかった場合に表示されます。 


セットアップや運届時のトラプルについての対処を7章で詳し<説0月しています。 




M 


00000 r 
1000001 
ご0000 L 
10000 . 
00000 [ 
10000 
ご0000 


獄诚词 


パ誌回 E 


3.己インチフ□ッピー 
テイスクドライプ 


POWER スイ、ソチ 
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ットアップの確認 



本製品でウイルス横索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利苗 
する為にはアクティベーションの実施が必要でず。 

アクティべーションの実施は、1が6巧030コンソールよリ[管理]^[製品ライセンス情報]を違 
択しアクティべーションコードを入力して[アクティべート]を実行しまず。 

本製品の化荷状態では、アクティベーション外にも管理者の通®先設定など、お客様環境 
に合わせた詳細設定が必要です。 

セットアップ実施後は、アクティべーションの実施を含め、パターンファイルのアップデー 
卜の実施などかなくとも1回は InterScan コンソールを開き 、 InterScan VirusWall の設定内 
容を確認ずるようにしてください。 

I — »〇 InterScan VirusWall の詳細な設定は皇本ライセンスに添付の 「InterScan VirusWall 

p 重马 for Small and Medium Businesses クイックスタートガイド」を参照してください。 

1.InterScan コンソールを開く。 

InterScan〕 ンソールを開く [こは次の2つの方法があります。 

• Management Console からサービスのアイコンを選択し、[ウイルスチェック]をクリ、ソク 
ずる 0 

• 机 eb ブラウザを起動し、 InterScan マシンの IP アドレス：ポート番号 (HTTP 二1812、 
HTTPS 二8443佩 URL を入力ずる。 

IP アドレスの部分は、 InterScan マシンのドメインを、 IP アドレスのいずれでもかまいま 
せん。ホに HTTP の例を示します。 

http:// ドメインを1812 
http://isvw.widget.com: 1812 
http:// 123.12 .123. 123:1812 

HTTPS で□グインする場合の例を示します。 

https:// ドメインを8443 
https://isvw.widget.com:8443 
https:// 123.12 .123. 123:8443 

2 . InterScan コンソールに□グインずるためのパスワードを入力ずる。 

InterScan〕 ンソールにはパスワードが設をされています。化荷時のパスワードは 「password」 で 
ず。 



管理者 ly がか5の設定変更を防止ずるため、セットアップ完了後に新たなパスワードにパスワー 
ド変更を行ってください。 

パスワードは Inters 巳 an コンソールに□グインずるために必要でずので確実に保管してくださ 
し、。 


システムのセットアップ 
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ウイルスパターンファイル 


ウイルスを核化するために 、 InterScan VirusWall では、一般にウイルスパターンファイル 
と呼ばれる> ウイルスシグネチャの大規模なデータベースを利届しています。新しいウイル 
スが発生、お化された場合> トレンドマイク□せではそのシグネチャを収集して、ウイルス 
パターンファイルに情報を追力□して新たなパターンファイルとして提供します。 

ウイルスパターンファイルの命名規則は次のとおりです。 

lpt$vpn.### 

###は、パターンファイル番号（たとえば 505) を表します。同じディレクトリに複数のファ 
イルがを在する場合、最もま斤しいファイルのみが使巧されます。 

トレンドマイク□社では、ほぼ毎週ま斤しいウイルスパターンファイルを提供していますの 
で、少なくとも1週聞ごとにパターンファイルをアップデートするようにしてください。登 
録ユーザは，アップデートファイルを入手することができます。アップデートファイルは、 
インターネット経由で自動的にダウン□—ドすることができます。 

n-O 古いパターンファイルを手動で削除ずる必要はなく、また新しいファイルを使巧ずるため 
BSa に、特別なインストール手順を実行ずる必要はありまはん。後述の[手動アップデート]を 
ク U ックずるだけで、システムび自動的に新しいバターンファイルを設定しまず。 
InterScan VirusWall のアップデートでは;欠のファイルを自動的に最新版にアップデート 
しまず。 

• ウイルスバターンファイル 
• 検索エンジン 
• スバムメール巧策ルール 
• スバムメール対策エンジン 


ウイルスパターンファイルを手動でアップデートする 

ウイルスパターンファイルを手動でアップデートするには、 InterScan コンソールを開き、 
[アップデート]一[手動アップデート]をクリ、ソクしてください。 

アップデート実施時、本製品上のパターンファイルよりも新しいパターンファイルがトレン 
ドマイク□社より提供されている場合にのみ、アップデートが実行されます。 

ウイルスバターンファイルをアップデートずるためにはアクティべーシヨンの実施が必要で 
ず。本留品のセットアップを、速やかにアクティべーシヨンを実施してください。 

アクティべーシヨンの実施は、 InterScan コンソールを開を、[管理]一[留品ライセンス情 
報]を遇巧し、アクテイべーシヨンコードを入力して[アクティべート]をクリックして実施 
してください。 
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ウイルスパターンファイルの自動アップデートを設定する 

自動アップデートを設をするには、次の手順 I こ従ってください。 


1.InterScan コンソールを開き、[アップデート]をクリックずる。 

2 . [予約アップデート]をクリックずる。 

自動アップデートのためのオプションを設定ずる[予約アップデート]画面が表示きれまず。 

3. くウイルスパターンファイルの自動アップデートを無効にずる場合> 

[予約アップデートを有効にする]のチェックをはずず。 

くウイルスパターンファイルの自動アップデートを実行ずる場合> 

実行周期を設ちずる。 

また、必要に応じて、実行ずる時刻を[開始時刻]に設定してください。 

HTTP プ□キシ サーバの 使用 

InterScan VirusWall では、インターネット上のトレンドマイク□社のサイトから、新しい 
ウイルスパターンファイルを取得しまず。 InterScan VirusWall とインターネットの闇に 
HTTP プ□キシサーバが設定されている環境で、このサイトにアクセスずる場合には、 
HTTP プ□キシサーバを指定して、プ□キシサーバに□グオンするための情報を指定ずる必、 
要がありまず。 

プ□キシサーバを指定するには、次の手順に従って<ださい。 

1.InterScan コンソールを開き、[アップデート]をクリックずる。 

2 . [プ□丰シ設定]をクリックずる。 

[プ□キシサーバ設定]画面が表示されまず。 

3. InterScan とインターネットの間にプ□キシサーバがを在する場合は、 [HTTP プ□キシを使用す 
る]もしくはに ocks 4プロトコルを使用する]を選択(チェック）ずる。 

プ □キ シサ ー パが存在し ない 場合は、初期設定のまま上記選択のチェックをはずした状態[こして 
お<。 

a. [サーバ：]に、プ□キシサーバのドメインを（またはI P アドレス）を入力しまず（例: 
proxy.company.com) 〇 

b. [ポート： ] (こプ□キシサーバが使用するポート番号を入力しまず(例： 80または8080)。 

4. プ□キシサーバに□グインする際にユーザ名、パスワードが必要な場合は、 InterScan が使用ずる 
ユーザ名とパスワードを、それぞれ〔ユーザを：]、[パスワード： ] [こ入力ずる。 

已.[保を]をクリックずる。 
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InterScan VirusWall のユーザー登録 

ユーザー登録は非常に大切な作業であり 、 InterScan VirusWall のユーザー登録を巧うと、 
InterScan VirusWall を巧巧するためのアクティべーションコードが提供されると共に、々 
のサービスを受けることができます。 

ユーザー登録はインターネット経由での登録となります。 

• 1年圍のウイルスパターンファイル等のアップデート 

• 1年圍のサポートサービス 

• 製品の更新情報や新製品案内のご提供 

ユーザー登録の方法は、基本ライセンスおよび本製品に添付されておりまず使用許諾契約書 
に同捆されております冊子"トレンドマイク□製品をお使いいただくためじ"に記載しており 
ますので、ご参照の上ユーザ登録の実施およびアクティベーションコードの取得を行ってく 
ださい。 

ユーザ登録の際にあ要となりますレジストレーションキーは、基本ライセンスおよび本製品 
に添付されております使用許諾契約書に記載されております。 

H -0 本聲品でウイルス検索、フィルタリング、ブ□ックなどの機能や、アップデート機能を利用 
ずる為にはアクティべーションの実施び必要でず。 

本聲品のセットアップに巧立ち、ユーザー登録およびアクティべーションコードの取得を実 
施してください。 

ユーザ登録時に発行されるアクテイべーシヨンコードは非常に重要な情報でず。確実に保管 
してぐださい。 
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E - MAIL ( SMTP ) の設定 

InterScan VirusWall の E - Mail ( SMTP ) 檢索は、現在お使いの SMTP サーバ(オリジナル 
SMTP サーバ)の前段に設置ずることでご利用いただくことができまず。 

設定!詳細については、基本ライセンス I こ添付の 「InterScan VirusWall for Small and 
Mediuam 目 usinesses クイ、ソクスタートガイド」の第6章を参照してください。 

I n-O E - Mail 検索では、受信メールを検索後にオリジナル SMTP ヴーパに配送ずる設定等が必要 
でず。 

[ e - mail ( SMTP )] イ設赶のサーバタブ画面、 [ SMTP サーバアドレスとポート]に InterScan 
VirusWall が受信する IP アドレス、ポート番号を設定します。 

受信 メールを 配送ずるオリジナル SMTP サーバの IP アドレス、 ポート 番号を[受信 メール 配 
信： ] の[次の SMTP サーバに配信する]に設定しまず。 

送信メールの配信 I こちオリジナル SMTP サーバを使苗する場合は、オリジナル SMTP サーバ 
の IP アドレス、ポート番号を[送信メールの配信： ] の[次の SMTP サーバに配信する]を選択 
して設定しまず。 

DNS 名前解決による送信メールの配信を使用する場合には、[送信メールの配信： ] の [DNS 
を前解決を使用する]を選択します。 

受信メール、送信メールの半！!断は、 [ e - mail ( SMTP )] 一[設定]の受信メールタブ画面の 
[ SMTP 受信メール]に指定されたドメイン宛のメールが受信メールと半!!断されます。 

その他、 SMTP セキュリティ強度の向上のため、その他の接続制限やリレー管理などの設定 
を巧うことを強くお勧めします 


システムのセットアップ 
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InterScan VirusWall の動作 

E-Mail VirusWall は、ポート番号 25 で SMTP トラフィックを受信後、対象となるトラフィッ 
クのウイルスを横索し、指定されたポート（ここでは2目）を使用して 、 [Original SMTP 
server location ] で指定された SMTP サーバにルーティングします。 


VirusWall の導入例 ( E - Mail 検索) 

• メールサーパび内部にある場合 



鼓走:方ぶ 

1. DNS の MX レ〕ードを VC 300 b へ変更ずる。 

2. メールサーバが外部へのメールを VC 300 b に配送ずるようじ変更する。 

3. VC 30 Ob が内部へのメールはメールサーバへ、外部へのメールはインクーネットへ配送ずるよう 
じ設定する。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]の受信メールタブ画面の SMTP 受信メール：の受信メールドメイン：に 
内部メールとして撒う宛先のドメインを全て指をしまず。 

[e-mail(SMTP)]、 [設茵のサーパタブ画面の受信メール配信の"次の SMTP サーパに配送ずる"じ 
メールサーバの IP アドレスとポート番号を指をしまず。 

送信メールの配信：に" DNS を前解決を使用する (MX レコード)"を選択します。 
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• メールサーバが が部と内部にある場合 



設定方法 

1. 外部; ><- ルサーバが内部へのメールを VC 300 b に配送ずるように変更する。 

2. 内部メールサーバが外部へのメールを VC 300 b じ配送ずるようじ変更する。 

3. VC 30 Ob が外部メールサーバからのメールは内部メールサーバへ、内部メールサーバからのメー 
ルは外部メールサーバへ配送ずるようじ設走ずる。 

[e-mail(SMTP)]、 [設定]の受信メールタブ画面の SMTP 受信メール：の受信メールドメイン：に 
内部;><ールとして撒う宛先のドメインを全て指をします。 

[e-mail(SMTP)], [設定]のサーバタブ画面の受信メール配信の"次の SMTP サーパに配送ずる"に 
メールサーパの IP アドレスとポート番号を指をします。 

[e-mail(SMTP)]、 〔設定]のサーバクブ画面の送信メールの配信：に"次の SMTP サーバに配送ずる 
"を選択し、外部メールサーバの IP アドレスとポート番号を指をします。 


システムのセットアップ 
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Web ( HTTP ) の設定 

InterScan VirusWall の Web(HTTP) 検索は、お使いのシステムの設定に従って独自の Proxy 
サーバとして設をすることも、既をの HTTP プ□キシサーバと併巧することもできます。シ 
ステムの設定に応じて、 InterScan コンソールの [HTTP 設定]ぺージで，[スタンドア□ン 
モー鬥または，[プ□キシサーバを使用する]のどち5かを違択します。 

I — -〇 InterScan VirusWall の Web ( HTTP ) 検索で FTP トラフィツクを検索ずる場合は、クライ 
アント側の Web ブラウザ設定で 、 InterScan VirusWall の Web ( HTTP ) を FTP プ□キシ 
として使用ずるよ5に指定ずる必要がありまず。 


HTTP 設定： 

InterScan VirusWall の管理コンソールで、 [Web(HTTP) 卜隱を]を選択し、 [HTTP 設を：] 
で、[スタンドア□ンモード]、または[プ□キシサーバを使用する]を選択し[プ□キシサー 
バ： 化[ポート； ] じ既をのプ□キシサーバの IP アドレスとポート番号を指をする。 

• スタンドア□ンモード 

ネットワーク上に既をの HTTP プ□キシサーバがなく、 InterScan VirusWall の Web 
(HTTP) をシステム全体の HTTP プ□キシサーバとして使用する場合、または InterScan 
VirusWall の Web(HTTP) を論理上インターネットとプ□キシサーバの園に配置する場合 
には、このオプションを還択します。 

• プ□キシサーバを使用ずる 

ネットワーク上に既存の HTTP プ□キシサーバがある場合には、このオプションを違択 
し、 IP アドレスとポート番号を人力します。 InterScan VirusWall の Web(HTTP) では， 
インターネットから InterScan VirusWall の Web(HTTP) を経由する、ここで指走:された 
マシンへの HTTP トラ フイ、ソク じついてウイルス検索を行います 


已巨 



InterScan VirusWall の導入例 ( Web 検索) 


• HTTP プ □ キシサーバの上位に VC 300 b を設置ずる場合 



設定方法 

1. HTTP プ□キシサーバの上位プ□キシサーパとして VC 300 b を設をずる。 

2. VC 300 b が直接インターネットを参照ずるプ□キシサーパとして動作ずるように設定ずる。 
[Web(HTTP) ]イ設定」の [HTTP 設走：]で、〔スクンドア□ンモー門を選択しまず。 


システムのセットアップ 
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• HTTP プ □ キシサーバの下位に VC 300 b を設置ずる場合 



設定方法 

1. クライアントで利巧ずるブラウザの HTT 戶プ□丰シサーパとして VC 300 b を設定ずる。 

2. VC 300 b の上位プ□キシサーパとして HTTP プ□キシサーパを設定する。 

[Web(HTTP) 卜[設定」の [HTTP 設定：]で、[プ□キシサーパを使用する]を選択し、[プ□キシ 
サーバ： ] と〔ポート： ] (こ既をのプ□キシサーバの IP アドレスとポート番号を入力しまず。 
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ファイル転送 ( FTP ) の設定 

InterScan VirusWall のファイル転送 ( FTP ) 檢索は、お使いのシステムの設定に従って独自の 
FTP プ□キシサーバとして設定ずることも、既をの FTP プ□キシサーバと併用することもで 
きまず。システムの設定に応じて、1が6「5〇30コンソールの[ファイル転送(ド下ド）]^[設定] 
ページで〔スタンドア□ンモー鬥または、 [ FTP プ□キシを使用ずる]のどちらかを違択しま 
す。 


FTP 設定： 

1.InterScan VirusWall の管理〕ンソールで、[ファイル転送 (FTP) ]イ設定]を選択ずる。 

吕. [FTP 設茵の横定：]で、[スタンドア□ンモード]または、 [FTP プ□キシを使巧ずる：]のいずれ 
かを選択する。 

[FTP プ□丰シを使用する：]を選択した場合は、 FTP プ□キシサーバの IP アドレスとポート番号 
を設定してください。 

[スタンドアロンモード]:ネットワークで唯一の FTP プ□キシサーパ’として動作ずる場合 

InterScan Virus 机 all のファイル範送 (FTP) をシステムの FTP プ□キシサーバとして使用ずる場 
合は、[スクンドア□ンモー鬥を選択してください。クライアントからは、常に InterScan じ 
FTP 接続し、 InterScan では要求されたサイト[こ対する接続を磕立します。クライアントでユー 
ザをの入力が要求された際[こ、ユーザをに対象となるドメインのドメインををつけることを忘 
れないでください。たとえば、ユーザ john が widgets.com (こ FTP 接続ずる場含の例を示しま 
す。 

— widgets.com に直接接統する場合 

ユーザを： john 

パスワード： opensesame 

- InterScan VirusWall のファイル範送 (FTP) を介して接続ずる場合 

ユーザを： john 矮 widgets.com 

パ スワー ド： opensesame 

[ FTP プ□キシを使用する]:ネットワーク上に既存の FTP プ□キシサーバがある場合 

ネットワーク上に既をの FTP プ□キシサーバがある場合[こは、 [FTP プ□キシを使巧ずる]を選 
択し、テキストボックスにサーバの IP アドレスとポートを入力しまず。 InterScan Virus 机 all の 
ファイル転送 (FTP) では、ここで指をされたマシンに対ずるずベての FTP トラフィック、およ 
びそのマシンからのすべての FTP トラフィックについて、ウイルス檢索を実行します。 

3. [FTP プ□キシを使用ずる]を選択した場合、既をの FTP プ□キシサーバの IP アドレスとポート番 
号を入力する 0 

ホに例を示します。 

に3.に.13.に3 2T 

I — "〇 VC 300 b を FTP サーバとし、その FTP のやりとり対 nterScan VirusWall でウイルス検 
索させることはできません。 


システムのセットアップ 
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InterScan VimsWall のファイル輯送 ( FTP ) 導入例 


• ネットワーク內に FTP プ□キシサーバが巧在しない場合 



玻定ちぶ 

1. VC 300 b が直接インターネットを参照する FTP プ□キシサーバとして動作ずるよう設定する。 
[ファイル転送 ( FTP )〕 一 [設定〕の [ FTP 設を〕の[設定：〕で[スクンドア□ンモード]を選択する。 

2. クライアントから FTP を利用する場合、 VC 300 b (こ接統を巧い、ユーザをにはユーザを矮 FTP 
サーバのホストをの形式で入力ずる。 

— ftpserver.com (こユーザを （ user ) 、パスワード （ pass ) で接続する場含 

ユーザを： user @ ftpserver.com 

パスワード ： pass 
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• FTP プ□キシサーバびを在ずる場合 



設定方法 

1. VC 300 b の上位プ□キシサーバとして FTP プ□キシサーバを設ちずる。 

[ファイルおち ( FTP ) 卜樹赶の [ FTP 設茵切設を： ] で [ FTP プ□キシを使用ず る： ] を還択し，既 
存の FTP プ□キシサーバの IP アドレスとポート番号を指をずる。 

吕.クライアントで利用する FTP クライアントの FTP プ□キシサーバとして VC 300 b を設をサる。 


システムのセットアップ 
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ESMPRO / ServerAgent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時にインストール済みですが、固有の設定:がされていませ 
ん。 t (下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添がのバ、ソクアツプ CD-ROM:/nec/Linux/esmp 「 o.sa/doc 

ESMPRO / ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 (5 章参賦がインストール洁み 
1-^ です。ご利用には別違契約が也、要となります。詳しくはお買い求めの販売店または保守サー 
ビス会社にお問い合わせく ださい。 

vrO シリアル接続の管理 PC か6設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 をに」に変更してくだをい。デフォルトのシェル環境の 
場合は ly 下のコマンドを実行することで変更でをまず。 

#export LANG=C 


システム情報のパックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップずることをお勧めします。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設定を復旧（リ 
ストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

I — -〇 「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROMJ か5システムを起動して操作しまず。 

「EXPRESSBUILDER ( S 口 CD - ROMJ か6起動させるためには、事前にセットアップぴ 
必要でず。已章を参照して準備してください。 

1. 3.5 インチフ□ッピーディスクを用意する。 

吕. EXPRES 沈 UILDER ( SE ) CD - ROM を本体装置の CD - ROM ドライプにセットして，再起動ずる。 
EXPRESSBUILDER ( SE ) か6起動して 「 EXPRES 沈 UILDER ( SE ) トップメニュー」が表示されまず。 

3. 「ツール」 一 r オフライン保守ユーティリティ」を還ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を違択ずる。 

W 降は画面に表示されるメッセージじ従って化 a を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視.管理するアプリケーシヨンをインストールします。次ぺ一 
ジを参照してください。 


セキュリティパッチの適用 


最新のセキュリティパッチは、 W 下の URL よリダウン□ー ド巧能でず。 
http://www.express.nec.co.jp/care/index.asp 
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定期的に参照し、適用することをお勧めします。 










管埋 PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータから管理-監視するためのアプリケーションとして、 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 が用意されていまず。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I -ールずることによりシステムの管理が容易になるだけでな 
く、システム全体の信頼性を向上することができまず。 

ESMPR 日/ ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または 「 EXPRESS 目 UILDER 
( SE ) CD - ROM 」 巧のオンラインドキュメントを参照してください。 


システムのセットアップ 
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再セットアップ 

再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できな<なった場合などに、添付 
の r バックアップ CD - ROM 」 を使って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシステムを起動できるようじ 
するものです。以下の手順で再セットアップをしてください。 



ンの作巧 


r 保守用パーティション」とは、装置の維持-管理を行うためのユーティリティを格納するた 
めのパーティションで、 55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へお保します。 
システムの信頼性を向上ずるためじも保守用パーティションを作成ずることをお勧めしま 
ず。保守用パーティションは、添付の 「 EXPRESS 己 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 を使って作成し 
ます。詳しくは5章を参照してください。 

保守巧パーティションを作成するプ□セスで保守巧パーティションへ自動的にインストール 
されるユーティリティは、「システム診断ユーティリティ」と r オフライン保守ユーティリ 
ティ」です。 


システムの再インス I ル 


I H -0 再インストールを巧うと、装置巧の全データび消去され、出荷時の状態に戻りまず。必要な 
データび装置巧に巧っている場合、データをバックアップしてか5再インストールを実行し 
て < ださい。 

再インストールロま、本体添付の r バックアップ CD - ROM 」 と r パックアップ CD - ROM 用イン 
ストールディスク」が必要です。 

「バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブ 
に、「バックアップ CD - ROM 」 を CD - ROM ドライブにそれぞれ挿入し、 POWER スイ、ソチを押 
して電源を ON じします。 

，|; このとき、前面のシリアルポート B(COM B ) に管理 PC を19,200 bps の較送速をで接続する 
と、管 SPC からログを参照することができます。 


しば6 くすると r バックアップ CD - ROM 用インストールディスク」から設封青報を読み取り、 
自動的にインストールを実行します。 

I M -0 このとき、確認等は一切行われずにインストール作業び開始されるため、十分•を意してくだ 
B 重 a さい。 

が)30分程度でインストールが完了します。インストールが完了した6、 CD - ROM が自動的 
にイジェクトされます。 CD - ROM とフ□、ソピーディスクの両方をドライブか6取り化してく 
ださい。 
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40 分]; J 上待っても、 CD - ROM がイジェクトされず、 CD - ROM へのアクセスも巧われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。リセットして、 CD - ROM / フ 
□、ソピーディスクをセットし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保ずサービス会社、またはお買い上げの販売巧までご連給<ださ 
い。 


初期導入設定用デイスクの作が 


前述の r 初期導人設定巧ディスクの作成」を参照して<ださい。ずでに初期導入設を用ディス 
クを作成している場合は、パスワード情報の設定のみ再度設走し直してください。ただし、 
設定内容を変えたいときは，新たに初期導入用設をディスクを作り直してください。 


システムのセットアップと巧認 


前述の r システムのセットアップ」>「セットアップの確認」を参照してください。 


ESMPR 日 / Server Agent のセツトアツ 


r システムの再インストール」で ESMPRO / ServerAgenl ; は自動的にインストールされまず 
が、固有の設定がされていません。じ(下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップ 
をして < ださい。 

添付のバ、ソクアツプ CD - ROM :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa/doc 

I ■: ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自動的にインス 

L 卜、ノト J トールされます。 

M-O シリアル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理者として□グインした後、設定作 
業を開始ずる前に環境変数 「 LANG 」 を! " C 」 に変更してください。デフォルトのシェル環境の 
場合は 1 U 下のコマンドを実行ずることで変更できまず。 

#export LANG=C 


セキュリティパッチの適用 


最がのセキュリティパ、ソチは、 t (下の URL よリダウン□-ド巧能です。 

http :// www . express . nec . co . jp / care / index.asp 
定期的に参照し、適用ずることをお勧めしまず。 


システムのセットアップ 
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